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平成 28年度

病害虫発生予報 第 ３号 （ ６ 月予報 ）

和歌山県農作物病害虫防除所

TEL 0736（ 64） 2300

＜予報の概要＞
作物名 病害虫名 発生量 作物名 病害虫名 発生量

水稲 いもち病 並 野菜全般 ミ ナ ミキ イ ロアザ ミ ウ マ やや多
紋枯病 並 ミ カ ンキ イ ロアザ ミ ウマ やや少
ヒ メ ト ビウン カ 並
縞葉枯病 やや少 カ ンキツ 黒点病 やや多
ツマグロ ヨ コバイ 並 かいよ う病 並
セジロウンカ 並 ミ カ ンハダニ やや少
ト ビ イ ロウン カ 並 ヤノネ カ イガ ラムシ 並
ニカ メ イガ 並 チャ ノキ イロ アザ ミ ウマ やや少
イネ ミ ズゾウムシ 並 アブラムシ類 やや少

カキ うどんこ病 やや多
ウ リ科野 モザイ ク病 並 円星落葉病 やや多
菜 べと病 やや多 角斑落葉病 並

褐斑病 県北部 ：並 カキクダアザ ミ ウマ やや多
県中部 ：やや多 チャ ノキイロアザ ミウマ やや少

うどんこ病 並 フジ コナ カ イガ ラムシ やや少
疫病 並
つる枯病 並 モモ せん孔細菌病 やや多

カイガ ラムシ類 やや少
野菜全般 アブ ラムシ類 やや少

ハダニ類 並 果 樹 全 般 カ メムシ類 やや少

気象予報気象予報気象予報気象予報
１ か 月 予 報 （ 予 報 期 間 ５ 月 28日 ～ ６ 月 27日 大 阪 管 区 気 象 台 ）

＜ 予 想 さ れ る 向 こ う １ か 月 の 天 候 ＞

近 畿 太 平 洋 側 で は 、 期 間 の 前 半 は 、 天 気 は 数 日 の 周 期 で 変 わ り ま す が 、 平 年 に 比 べ

曇 り や 雨 の 日 が 多 い で し ょ う 。 期 間 の 後 半 は 、 平 年 と 同 様 に 曇 り や 雨 の 日 が 多 い で し

ょ う 。 向 こ う １ か 月 の 平 均 気 温 は 、 高 い 確 率 50％ で す 。 降 水 量 は 、 近 畿 太 平 洋 側 で 多

い 確 率 50％ で す 。 日 照 時 間 は 、 近 畿 太 平 洋 側 で 平 年 並 ま た は 少 な い 確 率 と も に 40％ で

す 。

＜ 向 こ う １ か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率 （ ％ ） ＞

月平均気温 (平年値 ) 月降水量 (平年値 )

（ ℃ ） （ mm）

和歌山 ２ ３ ． ０ 和歌山 １ ８ ９
６ 月

潮 岬 ２ ２ ． ０ 潮 岬 ３ ５ ２
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Ⅰ ．水 稲Ⅰ ．水 稲Ⅰ ．水 稲Ⅰ ．水 稲
１ ． い も ち病 （苗い もち 、葉い もち ）

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 低 温 、 日 照 不 足 、 長 雨 が 続 く 条 件 で 発 生 し や す い 。

② 県 南 部 の 早 植 え 地 域 の 常 発 地 で は 気 象 条 件 に 注 意 し 、 発 生 を 認 め た ら 直

ち に 薬 剤 防 除 を 行 う 。

③ 県 北 部 、 県 中 部 の 普 通 期 栽 培 地 域 で は 、 キ ヌ ヒ カ リ 、 コ シ ヒ カ リ な ど の

罹 病 性 品 種 を 作 付 け す る 場 合 に は 育 苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 す る 。

④ 田 植 え 後 の 余 り 苗 を 水 田 に 放 置 し な い 。

２ ． 紋枯病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 気 温 が 高 ま る と 病 勢 が 進 展 す る の で 、 発 生 に 注 意 す る 。

② 県 北 部 、 県 中 部 の 普 通 期 栽 培 地 域 の 常 発 地 で は 、 田 植 え 時 に 育 苗 箱 施 薬

剤 を 施 用 す る 。

３ ． ヒ メ ト ビウ ン カおよび縞葉枯病

（ １ ） 予 報 内 容 ヒ メ ト ビ ウ ン カ 発 生 量 並

縞 葉 枯 病 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 予 察 灯 に よ る ５ 月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 、 上 富 田 町 お よ び 那 智

勝 浦 町 で い ず れ も ０ 頭 （ 平 年 ： い ず れ の 地 域 も 0.1頭 ） で あ っ た 。

② 県 北 部 に お け る ヒ メ ト ビ ウ ン カ （ 越 冬 世 代 ） の イ ネ 縞 葉 枯 病 ウ イ ル ス 保

毒 虫 率 は 、 和 歌 山 市 ３ 地 点 で 平 均 4.6％ （ 過 去 ９ 年 の 平 均 15.5％ ） 、 か つ ら

ぎ 町 で 4.9％ （ 同 15.2％ ） で あ っ た 。

③ 県 北 部 の 本 田 に お け る 前 年 の 縞 葉 枯 病 の 発 生 面 積 率 は ０ ％ （ 平 年 14％ ）

で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① イ ネ 苗 へ の ヒ メ ト ビ ウ ン カ の 飛 来 を 防 ぐ た め 、 雑 草 地 付 近 で の 育 苗 を 避

け る 。

② 田 植 え 時 は ヒ メ ト ビ ウ ン カ に 効 果 が あ る 育 苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 す る 。

③ 第 ２ 世 代 成 虫 は ６ 月 下 旬 頃 に 水 田 に 飛 来 し 、 第 ３ 世 代 幼 虫 の 発 生 最 盛 期

は ７ 月 上 旬 頃 と 考 え ら れ る こ と か ら 、 前 年 に 縞 葉 枯 病 の 発 生 が 認 め ら れ た

地 域 で は 、 こ の 時 期 の 幼 虫 を 対 象 に 追 加 防 除 を 行 う 。

４ ． ツ マグロ ヨ コバ イ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 予 察 灯 に よ る ５ 月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 、 上 富 田 町 お よ び 那 智

勝 浦 町 で い ず れ も ０ 頭 （ 平 年 ： 紀 の 川 市 ０ 頭 、 上 富 田 町 0.2頭 、 那 智 勝 浦 町

0.1頭 ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 田 植 え 時 に ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ に 効 果 が あ る 育 苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 す る 。

５ ． セジ ロウン カ
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（ １ ） 予 報 内 容 発 生 時 期 早 い 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 内 の 予 察 灯 （ 紀 の 川 市 、 上 富 田 町 、 那 智 勝 浦 町 に 設 置 ） へ の 初 飛 来 は

４ 月 ５ 日 （ 上 富 田 町 、 １ 頭 ） で 、 平 年 （ ５ 月 28日 ） よ り 早 い 。

② 予 察 灯 に よ る ５ 月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 ０ 頭 （ 平 年 0.2頭 ） 、 上

富 田 町 １ 頭 (平 年 1.1頭 ） 、 那 智 勝 浦 町 ０ 頭 （ 平 年 0.1頭 ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 田 植 え 時 に セ ジ ロ ウ ン カ に 効 果 が あ る 育 苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 す る 。

６ ． ト ビ イ ロウン カ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 時 期 並 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 予 察 灯 に よ る ５ 月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 、 上 富 田 町 お よ び 那 智

勝 浦 町 の い ず れ の 地 域 も ０ 頭 （ 平 年 ： い ず れ の 地 域 も ０ 頭 、 初 飛 来 の 平 年

： ６ 月 30日 ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 田 植 え 時 に ト ビ イ ロ ウ ン カ に 効 果 が あ る 育 苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 す る 。

７ ． ニ カ メ イ ガ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 予 察 灯 に よ る ５ 月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 、 上 富 田 町 お よ び 那 智

勝 浦 町 で い ず れ も ０ 頭 （ 平 年 ： 紀 の 川 市 0.2頭 、 上 富 田 町 ０ 頭 、 那 智 勝 浦 町

０ 頭 ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 前 年 に 発 生 が 認 め ら れ た 地 域 で は 、 田 植 え 時 に ニ カ メ イ ガ に 効 果 が あ る

育 苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 す る 。

８ ． イ ネ ミ ズ ゾウムシ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 予 察 灯 に よ る ５ 月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 ０ 頭 （ 平 年 ０ 頭 ） 、 上

富 田 町 ６ 頭 （ 平 年 23.4頭 ） 、 那 智 勝 浦 町 ５ 頭 （ 平 年 12.4頭 ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ に 効 果 が あ る 育 苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 し て い な い ほ 場 で 、

田 植 え ３ ～ ７ 日 後 に 成 虫 に よ る 食 害 株 率 が 30％ あ る い は 成 虫 が １ 株 あ た り

0.5頭 を 越 え る 場 合 は 、 直 ち に 薬 剤 防 除 を 実 施 す る 。

Ⅱ ．野 菜Ⅱ ．野 菜Ⅱ ．野 菜Ⅱ ．野 菜
＜ウリ科野菜＞
１ ． モザ イ ク病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ お よ び 露 地 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 中 旬 の 発

生 ほ 場 率 は い ず れ も ０ ％ （ 過 去 ８ 年 の 平 均 ： キ ュ ウ リ ３ ％ 、 ス イ カ ０ ％ ） で

あ っ た 。

② 県 中 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ お よ び ト ン ネ ル 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 中 下

旬 の 発 生 ほ 場 率 は い ず れ も ０ ％ （ 過 去 ８ 年 の 平 均 ： い ず れ も ０ ％ ） で あ っ

た 。

③ ア ブ ラ ム シ 類 の 発 生 は 平 年 よ り や や 少 な い と 予 想 さ れ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点
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① ア ブ ラ ム シ 類 の 防 除 を 徹 底 す る 。

２ ． べ と病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 67％ （ 平 年

37％ ） で あ っ た 。

② 県 中 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 64％ （ 過 去

８ 年 の 平 均 58％ ） で あ っ た 。

③ ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 施 設 栽 培 で は 換 気 を 十 分 に 行 い 、 湿 度 低 下 を 図 る 。

② 薬 剤 防 除 は 予 防 散 布 を 重 点 に 、 葉 裏 に 薬 液 が 十 分 か か る よ う に 行 う 。

３ ． 褐斑病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 県 北 部 ： 並

県 中 部 ： や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 過 去

６ 年 の 平 均 ６ ％ ） で あ っ た 。

② 県 中 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 91％ で あ っ

た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 施 設 栽 培 で は 換 気 を 十 分 に 行 い 、 湿 度 低 下 を 図 る 。

② 罹 病 葉 や 収 穫 後 の 残 さ は 速 や か に 処 分 す る 。

③ 病 原 菌 の 胞 子 が 支 柱 や ネ ッ ト な ど に 付 着 し て 伝 染 す る の で 、 資 材 は 栽 培

終 了 後 に 新 し い も の に す る か 消 毒 す る 。

４ ． う どん こ病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 33％ （ 平 年

27％ ） で あ っ た 。

② 県 中 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 73％ （ 過 去

８ 年 の 平 均 78％ ） で あ っ た 。

③ 県 中 部 の ト ン ネ ル 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平

年 ０ ％ ） で あ っ た 。

④ ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 施 設 栽 培 や ト ン ネ ル 栽 培 で は 風 通 し を 良 く し 、 薬 剤 防 除 は 葉 裏 に も 薬 液

が 十 分 か か る よ う 丁 寧 に 散 布 す る 。

５ ． 疫病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の 露 地 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ０

％ ） で あ っ た 。

② 県 中 部 の ト ン ネ ル 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 過

去 ８ 年 の 平 均 ０ ％ ） で あ っ た 。

③ ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 薬 剤 防 除 は 予 防 散 布 を 重 点 に 、 ６ 月 上 旬 頃 か ら 定 期 的 に 行 う 。
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② ほ 場 の 排 水 を 良 く し 、 マ ル チ 、 敷 わ ら を 行 う 。

６ ． つ る枯病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の 露 地 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ０

％ ） で あ っ た 。

② 県 中 部 の ト ン ネ ル 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 過

去 ８ 年 の 平 均 ０ ％ ） で あ っ た 。

③ ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 梅 雨 期 の 降 雨 に と も な い 株 元 か ら 発 病 す る の で 、 薬 剤 散 布 に あ た っ て は

株 元 に も 薬 液 が 十 分 か か る よ う に 行 う 。

＜野菜全般＞
１ ． ア ブ ラムシ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の ト ン ネ ル 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 中 旬 の ワ タ ア ブ ラ ム シ の 発 生

ほ 場 率 は 14％ （ 平 年 51％ ） 、 生 息 葉 率 は 0.2％ （ 平 年 7.2％ ） で あ っ た 。

② 黄 色 水 盤 （ 紀 の 川 市 ） の ５ 月 １ ～ 20日 の 飛 来 数 は 17頭 （ 平 年 87頭 ） で あ

っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。

② 薬 剤 散 布 に あ た っ て は 葉 裏 に 薬 液 が 十 分 か か る よ う に 行 う 。

２ ． ハダニ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の ト ン ネ ル 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 中 旬 の カ ン ザ ワ ハ ダ ニ の 発 生

ほ 場 率 は 57％ （ 平 年 58％ ） 、 生 息 葉 率 は 7.0％ （ 平 年 15.3頭 ） 、 ナ ミ ハ ダ ニ

の 発 生 ほ 場 率 は 14％ （ 平 年 34％ ） 、 生 息 葉 率 は 4.6％ （ 平 年 7.2％ ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。

② 薬 剤 散 布 に あ た っ て は 葉 裏 に 薬 液 が 十 分 か か る よ う に 行 う 。

３ ． ミ ナ ミ キ イ ロアザ ミウマ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 施 設 栽 培 キ ュ ウ リ に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 86％ （ 平 年

28％ ） 、 生 息 葉 率 は 9.7％ （ 平 年 2.0％ ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 発 生 の 多 い 場 合 は ４ ～ ５ 日 間 隔 で ２ 回 以 上 、 薬 剤 を 散 布 す る 。

② 施 設 栽 培 で は 、 栽 培 終 了 後 に ７ ～ 10日 間 以 上 施 設 を 密 閉 し て ア ザ ミ ウ マ

を 死 滅 さ せ 、 後 作 の 発 生 源 に な ら な い よ う に す る 。

４ ． ミ カ ンキ イ ロアザ ミウマ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の ト ン ネ ル 栽 培 ス イ カ に お け る ５ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平

年 ： 発 生 ほ 場 率 11％ 、 生 息 葉 率 1.2％ ） で あ っ た 。
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（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に 準 ず る 。

Ⅲ ．果 樹Ⅲ ．果 樹Ⅲ ．果 樹Ⅲ ．果 樹
＜カンキツ＞
１ ． 黒点病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 有 田 川 町 奥 ） に お い て 、 初 発 は ５ 月 17日 （ 平 年 ６

月 ３ 日 ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① ５ 月 下 旬 ま で に 薬 剤 散 布 を 実 施 し て い な い 園 で は 早 急 （ ６ 月 上 旬 ） に 防

除 を 行 う 。

② マ ン ゼ ブ 剤 ま た は マ ン ネ ブ 剤 を 用 い る 場 合 、 １ 回 目 散 布 後 の 累 積 降 水 量

が 250mm程 度 と な っ た 時 点 で 次 の 散 布 を 行 う 。

③ 伝 染 源 と な る 枯 枝 や 剪 定 枝 の 処 理 を 徹 底 す る 。

２ ． かいよ う病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 有 田 川 町 奥 ） に お け る 春 葉 の 越 冬 病 斑 の 発 病 葉

率 は 7.3％ （ 平 年 15.9％ ） で あ っ た 。

② 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 有 田 川 町 奥 ） に お い て 、 春 葉 で の 初 発 は ５ 月 16日

（ 平 年 ５ 月 23日 ） で あ っ た 。

③ ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 銅 水 和 剤 の 予 防 散 布 を 行 う 。 散 布 時 に は 薬 害 軽 減 の 策 を 講 じ る 。

② 罹 病 枝 葉 の 剪 除 と 防 風 垣 の 整 備 に 努 め る 。

３ ． ミ カ ンハダニ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 有 田 川 町 奥 ） に お け る ５ 月 中 旬 の 100葉 あ た り 雌 成

虫 数 は ０ 頭 （ 平 年 2.0頭 ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 薬 剤 抵 抗 性 対 策 と し て マ シ ン 油 乳 剤 の 散 布 を 励 行 す る 。 マ シ ン 油 乳 剤 の

散 布 は 発 生 初 期 に 行 な う と 高 い 防 除 効 果 が 得 ら れ る 。

４ ． ヤ ノ ネ カイガ ラムシ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 時 期

第 １ 世 代 １ 齢 幼 虫 最 盛 期 ５ 月 21～ 25日 （ 平 年 ６ 月 １ ～ ５ 日 ）

同 ２ 齢 幼 虫 最 盛 期 ６ 月 ６ ～ 15日 (平 年 ６ 月 16～ 25日 ）

同 雌 成 虫 初 発 日 ６ 月 11～ 15日 （ 平 年 ６ 月 21～ 25日 ）

発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 有 田 川 町 奥 ） で の 第 １ 世 代 １ 齢 幼 虫 の 初 発 は ５ 月

７ 日 (平 年 ５ 月 17日 ） で あ っ た 。

② 前 年 10月 に お け る 発 生 園 率 は ３ ％ （ 平 年 ７ ％ ） 、 発 生 果 率 は 0.4％ （ 平 年

0.4％ ） で あ っ た 。
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（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 多 発 園 で は 、 ２ 齢 幼 虫 最 盛 期 に マ シ ン 油 乳 剤 や 有 機 リ ン 系 の 殺 虫 剤 を 散

布 す る 。

５ ． チ ャ ノ キ イ ロアザ ミウマ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 由 良 町 ） に お け る ５ 月 中 旬 の 黄 色 粘 着 ト ラ ッ プ に

よ る 誘 殺 数 は 21頭 （ 平 年 59.0頭 ） で あ っ た 。 第 １ 世 代 の 誘 殺 ピ ー ク は ５ 月

11～ 15日 （ 平 年 ５ 月 21～ 25日 ） と や や 早 か っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 地 域 で の 発 生 消 長 調 査 の 結 果 を 参 考 に 、 適 期 防 除 に 努 め る 。

６ ． ア ブ ラムシ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 有 田 川 町 奥 ） で は ５ 月 中 旬 の 発 生 葉 率 は ０ ％ で あ

り 、 各 地 域 に お い て も 発 生 量 は 平 年 よ り や や 少 な か っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 各 園 地 の 発 生 状 況 を 把 握 し 、 適 期 防 除 に 努 め る 。

＜カ キ＞＜カ キ＞＜カ キ＞＜カ キ＞
１ ． う どん こ病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 に お け る ５ 月 中 旬 の 「 富 有 」 で の 発 生 園 率 は 35％ （ 平 年 ４ ％ ） 、

発 病 葉 率 は 0.9％ （ 平 年 0.1％ ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 伝 染 源 と な る 病 斑 上 の 分 生 子 は 、 ６ 月 以 降 活 発 に 形 成 さ れ 伝 染 を 繰 り 返

す 。 分 生 子 は 葉 裏 の 気 孔 か ら 侵 入 す る た め 、 薬 剤 防 除 に あ た っ て は 葉 裏 に

も 丁 寧 に 薬 液 を 散 布 す る 。

２ ． 円星落葉病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 に お け る 前 年 10月 の 「 富 有 」 で の 発 生 園 率 は 82％ （ 平 年 32％ ） 、

発 病 葉 率 は 9.2％ （ 平 年 4.7％ ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 子 の う 胞 子 飛 散 は ５ 月 上 中 旬 か ら 始 ま り 、 ５ 月 下 旬 ～ ７ 月 中 旬 の 降 雨 後

に 多 い 。 二 次 感 染 は し な い 。

② ５ 月 か ら ８ 月 ま で マ ン ゼ ブ 水 和 剤 、 マ ン ネ ブ 水 和 剤 、 有 機 銅 水 和 剤 等 を

定 期 的 に 予 防 散 布 す る 。

３ ． 角斑落葉病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 に お け る 前 年 10月 の 「 富 有 」 で の 発 生 園 率 は 77％ （ 平 年 78％ ） 、

発 病 葉 率 は 14.8％ （ 平 年 19.5％ ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。
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（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 分 生 子 に よ る 感 染 は ５ 月 上 中 旬 か ら 始 ま り 、 ７ 月 中 下 旬 ま で 続 く 。 二 次

感 染 を 繰 り 返 す 。

② 円 星 落 葉 病 と 同 時 防 除 で き る 。

４ ． カ キ クダアザ ミウマ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 紀 の 川 市 粉 河 ） に お け る ４ 月 １ 日 ～ ５ 月 20日 の 黄

色 粘 着 ト ラ ッ プ に よ る 誘 殺 数 は 19頭 （ 平 年 9.8頭 ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 防 除 適 期 は 新 成 虫 飛 来 期 の ６ 月 上 中 旬 で あ る 。

５ ． チ ャ ノ キ イ ロアザ ミウマ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 予 察 ほ 場 （ 無 防 除 、 紀 の 川 市 粉 河 ） に お け る ４ 月 １ 日 ～ ５ 月 20日 の 黄

色 粘 着 ト ラ ッ プ に よ る 誘 殺 数 は ３ 頭 （ 平 年 10.1頭 ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 防 除 適 期 は 新 成 虫 飛 来 期 の ６ 月 中 下 旬 で あ る 。

６ ． フ ジ コナ カ イガ ラムシ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 に お け る ５ 月 中 旬 の 「 富 有 」 で の 寄 生 花 蕾 率 は ０ ％ （ 平 年 1.5％ ）

で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 樹 体 生 育 期 に お け る 防 除 適 期 は 、 ふ 化 幼 虫 発 生 時 期 で あ る た め 、 ふ 化 幼

虫 発 生 盛 期 で あ る ６ 月 上 中 旬 に 薬 剤 を 散 布 す る 。 多 発 園 で は 薬 液 を 丁 寧 に

散 布 す る 。

＜モ モ＞＜モ モ＞＜モ モ＞＜モ モ＞
１ ． せん孔細菌病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 に お け る ５ 月 中 旬 の 発 生 園 率 は 80％ （ 平 年 41％ ） 、 発 病 葉 率 は 1.

6％ （ 平 年 1.7％ ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 防 風 ネ ッ ト 、 防 風 樹 の 保 守 点 検 を 行 う 。

２ ． カ イ ガ ラムシ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 に お け る ５ 月 中 旬 の ウ メ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ 、 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム

シ 雌 成 虫 寄 生 枝 の 発 生 園 率 は 10％ （ 平 年 18％ ） 、 寄 生 枝 率 は 0.2％ （ 平 年 2.

2％ ） で あ っ た 。

② ６ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点
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① 樹 体 生 育 期 に お け る 防 除 適 期 は 、 ふ 化 幼 虫 発 生 時 期 で あ る た め 、 ふ 化 幼

虫 発 生 盛 期 の 少 し 前 に 薬 剤 を 散 布 す る 。

② 近 年 の 第 ２ 世 代 ふ 化 幼 虫 発 生 盛 期 は 、 ウ メ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ が ７ 月 １ ～

５ 日 頃 、 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ が ７ 月 11～ 15日 頃 で あ る 。

＜果樹全般＞
１ ． カ メ ムシ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 に お け る チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 越 冬 成 虫 の 捕 獲 頭 数 は 、 落 葉 50

リ ッ ト ル 当 た り 0.5頭 （ 前 年 0.4頭 、 平 年 0.3頭 ） 、 捕 獲 地 点 率 は 31.0％ （ 前

年 31.1％ 、 平 年 17.3％ ） で あ っ た 。

② 県 中 部 ・ 県 南 部 に お け る チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 越 冬 成 虫 の 捕 獲 頭 数 は 、

落 葉 50リ ッ ト ル 当 た り 0.0頭 （ 前 年 0.2頭 、 平 年 0.7頭 ） 、 捕 獲 地 点 率 は 0.0

％ （ 前 年 11.1％ 、 平 年 23.9％ ） で あ っ た 。

③ 紀 の 川 市 粉 河 の 予 察 灯 で の ５ 月 中 旬 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ

が ８ 頭 （ 平 年 13.6頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が 23頭 （ 平 年 17.7頭 ） で あ っ た 。

④ み な べ 町 東 本 庄 の 予 察 灯 で の ５ 月 中 旬 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム

シ が 42頭 （ 過 去 ６ 年 の 平 均 113.6頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が 126頭 （ 過 去 ６

年 の 平 均 285.2頭 ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 果 樹 カ メ ム シ 類 の 飛 来 量 は 園 地 間 差 が 大 き い の で 、 園 内 で の 発 生 お よ び

被 害 状 況 を 観 察 し 、 防 除 は 発 生 に 応 じ て 早 め に 行 う 。

② ウ メ の 被 害 は 品 種 間 差 が 大 き い 。 小 梅 類 等 の 収 穫 の 早 い 品 種 で 集 中 し て

加 害 さ れ る 傾 向 が あ る の で 、 こ れ ら の 品 種 で は 特 に 注 意 が 必 要 で あ る 。

③ 今 後 の 発 生 動 向 に つ い て は 、 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ 内 農

作 物 病 害 虫 防 除 所 コ ー ナ ー の 果 樹 カ メ ム シ 情 報 や 、 各 地 域 の 振 興 局 農 業 水

産 振 興 課 、 Ｊ Ａ 等 の 情 報 を 参 考 に す る 。

本 情 報 は 、 下 記 の 方 法 で も ご 覧 頂 け ま す 。

○農業環境 ・鳥獣害対策室ウ ェブページ○農業環境 ・鳥獣害対策室ウ ェブページ○農業環境 ・鳥獣害対策室ウ ェブページ○農業環境 ・鳥獣害対策室ウ ェブページ <農 作 物 病 害 虫 防 除 所 コ ー ナ ー >

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/

boujyosyo-yosatsujyouhou.html

○和歌山県ホームページ○和歌山県ホームページ○和歌山県ホームページ○和歌山県ホームページ <わ か や ま 県 政 ニ ュ ー ス >

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/

※ 詳 し く は 、 農 作 物 病 害 虫 防 除 所 (TEL 0736-64-2300)ま で お 願 い し ま す 。


